
 

                          PRESS RELEASE 
2024 年 12 月 11 日 

報道機関 各位 

長崎県内の生産者と長大生が考える 
ニッポンフードシフト「長大生とかたらんば」出前講座を開催 

 

九州農政局長崎県拠点が主催する出前講座「長大生とかたらんば」が、12 月 13 日（金）に長崎大学
経済学部で開催されます。本講座は、農林水産省が推進する官民協働の新たな国民運動「食から日本を
考える。ニッポンフードシフト※」の一環として、経済学部の学生を対象に実施されるものです。 

長崎大学経済学部では、「現代の経済・経営の諸問題を解決できる実践的エコノミストの養成」を教
育理念に掲げ、社会課題に取り組む人材の育成を目指しています。 

本講座では、長崎県内で活躍する生産者を講師に迎え、地域農業の現状や課題について講義形式で解
説し、その後グループワークを行います。経済学部生約 140 名が参加予定です。次世代を担う Z 世代
の学生たちが「食」や「農業」に関する地域課題に主体的に向き合い、九州・長崎の農林水産業への理
解を深めるきっかけとなることが期待されます。 

当日の講座の取材をご希望の場合は、事前に下記のお問い合わせ先までご連絡ください。 
 
 

開催日時︓2024 年 12月13日(金) 8:50〜12:00 
場  所︓長崎大学経済学部（片淵キャンパス）新館 201 教室 
   
プログラム（講師紹介︓別紙参照） 
   
１．講義開始 ８︓５０ 
   
２．講義①、グループワーク、発表 ８︓５５〜９︓５５ 
  テーマ︓「九州農業の現状と改正基本法」 
  講 師︓九州農政局企画調整室長 金田 直樹氏 
   
３．講義②、講義③ １０︓０５〜１０︓５５ 
  テーマ︓「野中果樹園とこれからの挑戦」 
  講 師︓㈱野中果樹園取締役 野中 麻美氏 
   
  テーマ︓「畜産業の６次産業化と生産を続けるための消費者理解」 
  講 師︓㈱橙（オレンジ）代表取締役 御厨 晴美氏 
   
４．グループワーク、発表、全体質疑等 〜１２︓００ 
 

 
 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 
長崎大学経済学事務課総務係︓末永 世津子 095-820-6314 ecso@ml.nagasaki-u.ac.jp 



別紙 
【参考情報】 
 

 

※食から日本を考える。ニッポンフードシフト 
農林水産省が展開する消費者と生産者が一体となり農業・農村を支える 
意識を高め、行動変容を促すことを目的とした取り組み。 
https://nippon-food-shift.maff.go.jp/  

 
 
 

【会場案内】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎市片淵 4-2-1（長崎大学片淵キャンパス） 

 

 

 

新館２階 201 講義室 

https://nippon-food-shift.maff.go.jp/









